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ホームページ制作
売りたい商品があるのに方法がわからない
新規事業で、新しい商品を宣伝したい
求人をもっと効率的に行いたい
営業地域を拡大したい
パンフレットをホームページ化したい
ホームページをリニューアルしたい

お問い合わせ先　◇ 産業新聞社 IT事業局　TEL：06-7733-7050　FAX：06-7733-7070
E-mail:media@sangyo.co.jp

産業新聞社 IT事業局は
ホームページを廉価で制作いたします。

IT事業局には
業界ホームページを制作した
実績があります

GO! GLOBALGO! GLOBAL

ホームページを制作しましょう！ 
ホームページは会社の顔！！
新規立ち上げ・リニューアル等
企画提案から制作まで、一貫してサポートいたします。
ホームページの制作は、
産業新聞社IT事業局にお任せください。
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日本製鉄グループ製品・会社名に対応
価格：２,75０円（税込・送料実費）
サイズ（縦18・5ｃｍ、横13ｃｍ）
上製本・布クロス表紙
ご注文50冊以上には表紙に社名など金箔押し致します

鉄鋼マン必携のハンドブック イベント、ご贈答用に最適！！

最新改訂38版最新改訂38版待望の新刊発売！！待望の新刊発売！！

最新
実用
最新
実用
最新
実用

10年ぶりにリニューアル 業界のロングセラー！！

注文受付中
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愛知川工場

巖
本
金
属
、2
軸
破
砕
機
新
設

巖
本
金
属
、2
軸
破
砕
機
新
設

複
合
ス
ク
ラ
ッ
プ
前
処
理
に

単
一
金
属
の
回
収
率
向
上

中
国
鋼
材
在
庫
高
位
保
つ

粗
鋼
減
産
も
需
要
少
な
く

鋼製ラックの販売好調
ワイテック、長尺保管に最適ワイテック、長尺保管に最適

ステンレス鋼管・特殊棒鋼流通を
中心に採用実績を持つ

つ
り
具
ク
レ
ー
ン
で
省
人
化

アング
ル

事
務
棟
建
て
替
え

中
国
・
Ｗ
Ｎ
Ｅ
と

協
業
覚
書
を
締
結

東
京
貿
易
Ｈ
Ｄ

グ
ル
ー
プ
会
社

最
高
の
月
間
売
上
高
達
成

大
阪
城
ホ
ー
ル
の
様
子
㊤
、ツ
イ
ン
21
に
も
多
く
の
観
客
が

訪
れ
た

大阪メチャハピー祭大阪メチャハピー祭

ソーラン・よさこい・チア
1200人が舞い踊る

賛
助
会
員
と
の

交
流
会
を
開
催

全
特
協
名
古
屋

ス
イ
ス
で
ご
み
焼

却
発
電
更
新
受
注

カ
ナ
デ
ビ
ア
イ
ノ
バ

情
報
開
示
評
価

日
本
冶
金
工
業
が

好
事
例
に
選
定

熱
延
コ
イ
ル
販
価

10
㌦
引
き
上
げ

米
ニ
ュ
ー
コ
ア

鉄
連
通
商
情
報

鉄
連
通
商
情
報

Ｇ
Ｏ
対
象
の
Ｓ
Ｇ

調
査
で
暫
定
措
置

欧
州
委
員
会

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
者
の
巖
本
金
属
（
本
社
＝
京
都
市
南
区
、
巖
本
博
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
基
幹
工
場
の
愛
知
川
工
場
（
滋
賀
県
愛
荘
町
）
に
伊
ザ
ト
ー
製

の
2
軸
破
砕
機
「
ブ
ル
ー
デ
ビ
ル
」
を
1
基
新
設
し
た
。
給
湯
器
や
モ
ー
タ
ー

類
、
自
動
販
売
機
な
ど
の
複
合
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
前
処
理
に
活
用
し
、
処
理
効
率

や
後
工
程
で
の
単
一
金
属
の
回
収
率
の
向
上
を
図
る
。
投
資
額
は
2
億
円
。

導
入
し
た
設
備
は
、
イ

タ
リ
ア
の
環
境
機
械
メ
ー

カ
ー
の
ザ
ト
ー
（
Ｚ
Ａ
Ｔ

Ｏ
）
が
展
開
す
る
2
軸
破

砕
機
「
ブ
ル
ー
デ
ビ
ル
シ

リ
ー
ズ
」
の
Ｇ
Ｆ
4
0
0

0
Ⅱ
。
電
動
モ
ー
タ
ー
式

の
6
0
0
馬
力
で
、
破
砕

室
は
1
7
5
0
×
2
1
6

5
㍉
、
投
入
ホ
ッ
パ
ー
容

量
は
7
平
方
㍍
。

同
工
場
は
、
主
に
廃
自

動
車
や
解
体
ス
ク
ラ
ッ
プ

な
ど
を
処
理
す
る
大
型
破

砕
ラ
イ
ン
（
1
2
0
0
馬

力
、
2
2
0
0
馬
力
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
）
の
ほ
か
、
2

0
0
馬
力
の
小
型
破
砕
機

や
ト
ム
ラ
製
の
各
種
選
別

装
置
な
ど
を
保
有
す
る
。

既
存
の
小
型
破
砕
機

で
、
電
子
・
電
気
機
器
や

ア
ル
ミ
複
合
物
と
い
っ
た

小
物
、
非
鉄
含
有
率
が
高

い
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
処
理
し

て
い
る
が
投
入
口
が
狭

く
、馬
力
も
小
さ
い
た
め
、

自
動
販
売
機
の
ユ
ニ
ッ
ト

や
黒
モ
ー
タ
ー
を
は
じ

め
、
比
較
的
大
き
な
複
合

物
は
重
機
で
前
処
理
し
て

か
ら
投
入
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

今
回
新
設
し
た
設
備
で

は
、
そ
れ
ら
の
前
処
理
と

し
て
活
用
し
、
小
型
破
砕

機
以
降
の
下
工
程
で
の
処

理
効
率
を
引
き
上
げ
、
大

型
破
砕
ラ
イ
ン
で
処
理
し

き
れ
な
か
っ
た
も
の
な
ど

を
よ
り
細
か
く
破
砕
す
る

こ
と
で
銅
や
ア
ル
ミ
な
ど

単
一
金
属
の
回
収
率
を
向

上
さ
せ
る
。「
試
験
運
転
で

は
自
販
機
を
そ
の
ま
ま
破

砕
処
理
で
き
て
お
り
、
大

型
破
砕
機
で
通
り
抜
け
て

い
た
細
い
ワ
イ
ヤ
ー
類
も

裁
断
可
能
に
な
る
」（
片
岡

正
仁
工
場
長
）。

そ
の
ほ
か
の
投
資
に
つ

い
て
は
、
年
末
に
重
機
1

基
を
更
新
す
る
ほ
か
、
今

後
は
マ
テ
ハ
ン
機
の
更
新

や
、
大
型
の
ガ
ス
切
り
材

の
入
荷
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
大
型
ラ
フ
タ
ー
ク

レ
ー
ン
車
ま
た
は
門
型
ク

レ
ー
ン
の
新
設
を
検
討
す

る
。同

工
場
は
、
2
0
2
9

年
春
の
開
設
を
目
標
に
Ａ

Ｓ
Ｒ（
自
動
車
破
砕
残
さ
）

由
来
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

再
資
源
化
施
設
の
増
設
計

画
を
進
め
て
お
り
、
す
で

に
同
工
場
裏
手
の
3
万
3

0
0
0
平
方
㍍
の
土
地
を

取
得
。
建
屋
レ
イ
ア
ウ
ト

の
ほ
か
、
破
砕
機
や
ふ
る

い
機
、
湿
式
廃
プ
ラ
選
別

機
と
い
っ
た
導
入
設
備
の

選
定
も
固
ま
っ
て
き
た
。

操
業
の
許
認
可
を
得
る

ま
で
1
年
以
上
か
か
る
見

通
し
だ
が
、
従
来
の
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
マ

テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に

移
行
し
、
同
社
の
基
本
方

針
で
あ
る
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
私
た
ち
が
頑
張

れ
ば
地
球
は
確
実
に
青
く

な
る
」
を
体
現
す
る
。

中
国
の
鋼
材
在
庫
が
メ

ー
カ
ー
・
流
通
と
も
に
高

い
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。
主
要
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

の
粗
鋼
生
産
は
8
―
9
月

に
や
や
減
少
の
傾
向
を
見

せ
た
が
、
建
設
中
心
に
需

要
が
生
産
以
上
に
減
少
。

需
給
が
大
き
く
崩
れ
た
状

態
が
長
引
い
た
と
こ
ろ
、

月
1
0
0
0
万
㌧
強
の
鋼

材
輸
出
が
続
き
、
鋼
材
市

況
は
国
慶
節
連
休
明
け
の

先
週
に
下
落
し
た
。

中
国
鋼
鉄
工
業
協
会
会

員
企
業
の
粗
鋼
生
産
は
、

国
慶
節
連
休
入
り
直
前
の

9
月
下
旬
に
1
日
当
た
り

1
8
8
万
1
0
0
0
㌧
と

中
旬
か
ら
2
・
1
％
減
っ

た
も
の
の
前
年
同
期
の
0

・
4
％
減
に
と
ど
ま
っ

た
。
一
方
で
同
会
員
企
業

の
9
月
末
の
製
鉄
所
内
在

庫
は
前
年
同
期
よ
り
6
・

7
％
、
一
昨
年
の
同
期
よ

り
9
・
6
％
そ
れ
ぞ
れ
増

加
。
市
中
の
鋼
材
在
庫
は

前
年
同
期
比
1
・
3
％

増
、
年
初
よ
り
26
・
8
％

多
く
、
秋
の
需
要
期
を
迎

え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
需

給
が
大
幅
に
緩
ん
で
い

る
。

ワ
イ
テ
ッ
ク
（
本
社
＝
大
阪
市
淀
川

区
、
藤
井
英
貴
社
長
）
は
、
主
力
製
品

で
丸
棒
や
鋼
管
な
ど
の
長
尺
鋼
材
・
重

量
物
を
効
率
的
に
保
管
す
る
鋼
製
ラ
ッ

ク
「
と
く
と
く
ラ
ッ
ク
」（
特
許
・
意
匠

登
録
商
品
）
の
販
売
が
好
調
だ
。
機
能

性
と
安
全
性
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
管
や
特
殊
棒
鋼
を
扱
う
流

通
を
中
心
に
多
く
の
採
用
実
績
を
持

つ
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、

他
拠
点
で
も
採
用
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
加
し
て
い
る
。

と
く
と
く
ラ
ッ
ク
は
1

9
9
1
年
に
大
手
建
機
メ

ー
カ
ー
、
コ
マ
ツ
の
ク
レ

ー
ド
ル
事
業
室
が
「
コ
マ

ツ
Ｈ
Ｆ
ク
レ
ー
ド
ル
」
と

し
て
販
売
を
開
始
し
た
こ

と
が
発
端
と
な
る
。
95
年

に
同
事
業
室
を
コ
マ
ツ
ク

レ
ー
ド
ル
と
し
て
分
社
化

し
、
98
年
に
ワ
イ
テ
ッ
ク

が
事
業
譲
渡
さ
れ
る
形
で

事
業
を
継
承
し
た
。

鋼
製
ラ
ッ
ク
を
特
製
つ

り
具
付
き
の
ク
レ
ー
ン

（
ダ
ブ
ル
フ
ッ
ク
）
で
移

動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

入
庫
、
荷
造
り
、
搬
出
の

一
連
作
業
を
一
人
で
の
遠

隔
操
作
が
可
能
だ
。
搬
出

入
時
も
鋼
材
の
山
登
り
作

業
や
玉
掛
け
作
業
が
不
要

の
た
め
、
現
場
の
安
全
面

に
大
き
く
貢
献
す
る
。
ダ

ブ
ル
フ
ッ
ク
で
の
使
用
を

推
奨
し
て
お
り
、
従
来
の

シ
ン
グ
ル
フ
ッ
ク
に
よ
る

同
様
の
作
業
と
比
較
し
て

人
員
や
作
業
時
間
は
半
分

程
度
に
削
減
で
き
る
。

ラ
ッ
ク
を
多
段
積
み
で

き
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
を
使
用
す
る
平

積
み
に
比
べ
て
保
管
効
率

が
大
幅
に
向
上
す
る
。
倉

庫
の
上
部
空
間
を
有
効
活

用
し
、
下
段
の
材
料
も
取

り
出
し
や
す
く
、
配
替
え

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が

る
。
ラ
ッ
ク
の
積
み
重
ね

時
に
、
下
段
フ
ッ
ク
が
上

段
ラ
ッ
ク
を
き
っ
ち
り
支

え
、
フ
ッ
ク
自
体
は
上
段

ラ
ッ
ク
内
に
納
ま
る
た

め
、
空
間
を
効
率
的
に
活

用
で
き
る
。

販
売
当
初
か
ら
一
貫
し

て
日
本
製
で
、
品
質
の
高

さ
も
強
み
と
し
て
い
る
。

安
全
率
（
基
準
負
荷
に
対

す
る
許
容
負
荷
の
比
）
は

ラ
ッ
ク
で
3
以
上
、
つ
り

具
で
5
以
上
に
設
計
さ
れ

て
お
り
、
95
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
2
0
1
1

年
の
東
日
本
大
震
災
、
18

年
の
大
阪
北
部
地
震
、
24

年
の
能
登
半
島
地
震
の
い

ず
れ
の
災
害
時
も
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
ラ
ッ
ク
の
破
損
や

変
形
、
段
崩
れ
と
い
っ
た

事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
。

今
春
か
ら
マ
キ
ノ
営
業

所（
滋
賀
県
高
島
市
）を
開

設
し
、
と
く
と
く
ラ
ッ
ク

や
つ
り
具
の
実
物
サ
ン
プ

ル
を
設
置
。
農
業
事
業
も

本
格
的
に
開
始
し
、
多
種

多
様
な
無
農
薬
野
菜
を
栽

培
し
て
い
る
。
藤
井
社
長

は
「
近
年
は
工
場
の
安
全

対
策
の
重
要
性
が
さ
ら
に

増
し
て
お
り
、
既
存
の
お

客
さ
ま
の
新
拠
点
完
成
の

際
に
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
多
い
。
業
績

は
今
期
も
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
引
き
続
き
拡
販

し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

「
昨
年
10
月

に
『
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
』
を
結

成
し
て
1
年
が

経
っ
た
。
新
し

い
経
験
を
通
し
て
若
手
社
員

に
刺
激
を
起
こ
し
、
会
社
も

成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

話
す
の
は
、
サ
ミ
ッ
ト
ス
チ

ー
ル
（
大
阪
市
中
央
区
）
の

溝
田
憲
宏
社
長
。

▽
…
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
新
規
収
益

の
積
み
上
げ
に
よ
る
増
収

と
、
若
手
中
堅
社
員
の
視
野

拡
大
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
忌

憚
の
な
い
提
案
に
よ
り
新
た

な
価
値
創
造
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
結
成
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
大
阪
、
東
京
、
滋
賀
、

名
古
屋
、
福
崎
の
5
営
業
所

か
ら
選
出
さ
れ
た
30
代
前
半

の
営
業
職
が
中
心
で
、
周
囲

の
社
員
を
巻
き
込
み
な
が
ら

組
織
横
断
で
活
動
を
行
う
。

▽
…
第
1
弾
の
活
動
と
し

て
、
Ｇ
Ｘ
ス
チ
ー
ル
の
定
尺
在

庫
販
売
を
7
月
か
ら
開
始
し
軌

道
に
乗
っ
て
い
る
。「
若
手
が
自

分
ご
と
と
し
て
仕
事
を
し
て
く

れ
る
の
が
う
れ
し
い
。
周
囲
へ

の
刺
激
と
な
っ
て
い
る
」
と
溝

田
社
長
。

▽
…
他
に
も
新
規
事
業
の
挑

戦
に
向
け
て
、
従
来
の
コ
イ
ル

セ
ン
タ
ー
に
捉
わ
れ
な
い
自
由

な
発
想
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

種
を
模
索
中
。「
も
の
に
な
ら
な

く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
模
索
す
る

こ
と
で
視
野
が
広
が
り
次
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が

る
。
若
手
に
ど
ん
ど
ん
世
界
を

広
げ
て
も
ら
い
た
い
」
（
芦
）

巖
本
金
属
は
こ
の
ほ

ど
、
同
工
場
の
事
務
棟
を

建
て
替
え
、
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
。
4
階
建
て

で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
完
備

し
、
食
堂
や
会
議
室
、
多

目
的
ル
ー
ム
な
ど
を
完
備

す
る
。

東
京
貿
易
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
本
社
＝
東
京
都

中
央
区
、坪
内
秀
介
社
長
）

は
13
日
、
同
社
グ
ル
ー
プ

会
社
の
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
Ｔ
Ｂ

Ｇ
、
本
社
＝
東
京
都
中
央

区
、
高
橋
政
希
社
長
）が
、

中
国
オ
フ
シ
ョ
ア
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
大
手
Ｅ
Ｐ
Ｃ

Ｉ
Ｃ
で
あ
る
ウ
ィ
ソ
ン
ニ

ュ
ー
エ
ナ
ジ
ー
ズ
（
Ｗ
Ｎ

Ｅ
）
と
協
業
の
覚
書
を
締

結
し
た
と
発
表
し
た
。

今
回
の
覚
書
に
基
づ
い

て
、
両
社
は
Ｗ
Ｎ
Ｅ
が
手

掛
け
る
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
浮
体

式
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
設
備
）
や

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
に
お
け
る
浮
体
式
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｃ
Ｏ
2
輸

送
用
バ
ー
ジ
関
連
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
新
た

な
価
値
創
出
の
機
会
を
共

同
で
検
討
す
る
。

Ｗ
Ｎ
Ｅ
が
有
す
る
浮
体

式
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
分
野

に
お
け
る
専
門
知
識
と
、

Ｔ
Ｂ
Ｇ
が
培
っ
て
き
た
マ

リ
ン
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
技
術

に
関
す
る
豊
富
な
経
験
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

変
化
す
る
オ
フ
シ
ョ
ア
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
新
た
な
可
能
性

を
追
求
し
、
革
新
的
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を

目
指
す
。

ス
チ
ー
ル
テ
ッ
ク
（
本
社

＝
愛
知
県
大
府
市
、
出
口
弘

親
社
長
）
は
10
日
、
従
業
員

や
そ
の
家
族
ら
約
60
人
が
参

加
し
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
」

を
開
催
し
た
。
本
年
で
10
回

目
の
開
催
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

催
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
は
2
0

1
5
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
期

間
を
除
き
毎
年
開
催
し
て
い

る
。
出
口
社
長
は
開
催
に
先

立
ち
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
を

開
催
す
る
意
義
に
つ
い
て
記

者
ら
に
語
り
「
顧
客
に
満
足

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ま

ず
は
社
員
と
社
員
を
支
え
て

く
れ
る
ご
家
族
の
満
足
度
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
強
調
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
開
始
前
に

は
出
口
社
長
が
「
先
月
は
過

去
最
高
の
月
間
売
上
高
を
達

成
し
た
。
こ
の
勢
い
で
全
体

で
も
過
去
最
高
を
目
指
し

て
い
こ
う
」
と
力
強
く
あ

い
さ
つ
。

続
い
て
、
本
年
1
月
に

取
締
役
に
就
任
し
た
出
口

理
輝
取
締
役
営
業
部
長
が

乾
杯
の
音
頭
を
取
り
「
過

去
最
高
の
月
間
売
上
高
を

得
る
た
め
の
努
力
は
本
当

に
大
変
だ
っ
た
と
思
う

が
、
そ
れ
が
実
現
で
き
た

の
は
今
日
来
て
い
た
だ
い

た
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
の
た
ま
も
の
だ
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

参
加
し
た
社
員
と
そ
の

家
族
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

ビ
ン
ゴ
大
会
、
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
大
会
を
楽
し
み
、
笑

い
声
の
絶
え
な
い
1
日
と

な
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
オ
ー
・

エ
イ
チ
・
ピ
ー
が
主
催
す

る
「
大
阪
メ
チ
ャ
ハ
ピ
ー

祭
『
本
祭
』」（
大
阪
府
、

大
阪
市
な
ど
後
援
、
Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス
チ
ー
ル
な
ど
協
賛
）

が
12
日
、
大
阪
城
ホ
ー
ル

な
ど
で
開
か
れ
た
。

日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
1
―
85
歳
の
男
女
計
約

1
2
0
0
人
が
出
演
し
た

ほ
か
、
鉄
鋼
業
界
か
ら
も

多
く
の
関
係
者
が
応
援
に

駆
け
付
け
た
。

会
場
は
大
阪
城
ホ
ー

ル
、
ツ
イ
ン
21
、
ラ
ブ
リ

ー
タ
ウ
ン
古
川
橋
の
計
3

カ
所
。
大
阪
城
ホ
ー
ル
で

の
開
催
は
4
年
連
続
と
な

る
。
東
京
都
―
福
岡
県
か

ら
集
ま
っ
た
1
―
85
歳
の

男
女
計
約
1
2
0
0
人
、

計
41
チ
ー
ム
が
ソ
ー
ラ
ン

節
や
よ
さ
こ
い
、
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
、
創
作
ダ
ン

ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
踊
り

を
繰
り
広
げ
た
。

ゲ
ス
ト
に
は
も
の
ま
ね

タ
レ
ン
ト
で
あ
る
マ
イ
ケ

ル
ジ
ャ
ク
ト
ン
が
ス
ペ
シ

ャ
ル
シ
ョ
ー
に
加
え
、
大

阪
府
警
特
殊
詐
欺
撲
滅
の

広
報
活
動
を
行
っ
た
ほ

か
、
大
阪
府
公
式
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
も

ず
や
ん
が
参
加
す
る
「
め

っ
ち
ゃ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ｕ
ダ
ン
ス
」
も
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

今
年
は
鉄
鋼
業
界
か
ら

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
Ｊ
Ｆ

Ｅ
商
事
、
阪
和
興
業
、
松

俊
商
会
、
く
い
丸
、
日
本

特
殊
形
鋼
、
三
愛
工
業
、

廣
内
ス
チ
ー
ル
な
ど
が
協

賛
し
て
お
り
、
会
場
内
に

パ
ネ
ル
広
告
を
掲
示
し

た
。

全
日
本
特
殊
鋼
流
通
協

会
名
古
屋
支
部
は
9
日
、

名
古
屋
市
中
区
の
東
京
第

一
ホ
テ
ル
錦
で
2
0
2
6

年
度
「
賛
助
会
員
と
の
交

流
会
」
を
開
催
し
た
。
当

日
は
メ
ー
カ
ー
、
商
社
、

流
通
か
ら
約
50
人
が
参
加

し
交
流
を
深
め
た
。

冒
頭
、
樋
田
浩
三
支
部

長
（
三
悦
社
長
）
は
、
出

席
者
へ
日
頃
の
感
謝
を
述

べ
つ
つ
「
当
地
区
の
特
殊

鋼
業
界
は
、
自
動
車
や
産

業
機
械
、
工
作
機
械
な
ど

の
ひ
も
付
き
ユ
ー
ザ
ー
で

荷
動
き
が
底
堅
い
一
方
、

店
売
り
市
場
は
底
打
ち
感

が
鮮
明
な
も
の
の
本
調
子

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
諸

コ
ス
ト
の
上
昇
が
顕
著
な

中
、
製
品
価
格
も
先
高
基

調
で
推
移
し
て
お
り
、
ユ

ー
ザ
ー
へ
の
理
解
促
進
な

ど
の
活
動
に
励
み
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て

事
業
報
告
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
山
陽
特

殊
製
鋼
の
寺
元
啓
二
・
名

古
屋
支
店
長
が
、「
特
殊
鋼

市
場
に
つ
い
て
は
、
半
導

体
関
連
向
け
ス
テ
ン
レ
ス

が
高
水
準
に
あ
り
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
需
要
も
安

定
し
て
い
る
。
春
先
以
降

は
建
設
機
械
や
工
作
機
械

も
回
復
傾
向
で
、
わ
れ
わ

れ
専
業
メ
ー
カ
ー
の
繁
忙

感
は
強
ま
っ
て
い
る
。
当

社
は
来
年
4
月
、
日
本
製

鉄
と
の
合
併
が
決
定
し
て

い
る
。
今
後
も
高
品
質
な

特
殊
鋼
製
品
の
供
給
に
尽

力
し
、
特
殊
鋼
業
界
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
く
の

で
、
引
き
続
き
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
話
し
、

乾
杯
の
発
声
を
行
っ
た
。

中
締
め
で
は
、
全
日
本

特
殊
鋼
流
通
協
会
副
会
長

で
中
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

松
岳
大
樹
氏
（
ト
ー
キ
ン

社
長
）
が
、
全
日
本
特
殊

鋼
流
通
協
会
で
発
足
し
た

碓
井
達
郎
会
長
（
碓
井
鋼

材
社
長
）
に
よ
る
新
体
制

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
つ

つ
、「
気
付
け
ば
今
年
も
残

り
3
カ
月
程
度
。
工
作
機

械
な
ど
で
は
中
国
の
受
注

な
ど
が
増
加
し
て
い
る
様

子
だ
が
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
、

環
境
は
変
化
し
て
い
る
点

に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
ぜ
ひ
今
後
と
も
、
全

日
本
特
殊
鋼
流
通
協
会
の

行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
意
見
を
頂
戴

し
た
い
」
と
話
し
、
一
本

締
め
で
散
会
し
た
。

カ
ナ
デ
ビ
ア
は
こ
の
ほ

ど
、
同
社
の
1
0
0
％
子

会
社
で
、
ご
み
焼
却
発
電

プ
ラ
ン
ト
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
設
備
の
事

業
開
発
や
設
計
、
建
設
、

保
守
・
運
営
を
手
掛
け
る

カ
ナ
デ
ビ
ア
イ
ノ
バ
（
ス

イ
ス
）
が
、
ス
イ
ス
・
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
州
の
電
力
や
ガ

ス
、
水
道
な
ど
を
担
う
公

益
事
業
会
社
で
あ
る
サ
ー

ビ
ス
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

・
ド
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
近
郊
エ
ー
ル

・
ラ
・
ヴ
ィ
ル
に
所
在
す

る
ご
み
焼
却
発
電
プ
ラ
ン

ト
「
シ
ェ
ヌ
ヴ
ィ
エ
」
の

更
新
工
事
を
受
注
し
た
と

発
表
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

1
9
9
3
年
に
運
転
を
開

始
し
、
長
年
に
わ
た
り
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
州
の
廃
棄
物
処

理
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を

支
え
て
き
た
既
存
施
設
を

更
新
す
る
。
新
施
設
の
焼

却
設
備
は
2
系
列
あ
り
、

年
間
約
16
万
㌧
の
廃
棄
物

を
処
理
す
る
能
力
を
有
す

る
と
と
も
に
、
回
収
し
た

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
発
電
の

ほ
か
、
同
州
の
地
域
熱
供

給
に
活
用
さ
れ
る
。
地
域

熱
供
給
量
は
約
30
㍋
㍗

熱
、
運
転
開
始
時
期
が
2

0
3
1
年
（
予
定
）
と
し

て
い
る
。

日
本
冶
金
工
業
は
こ
の

ほ
ど
、
日
本
証
券
ア
ナ
リ

ス
ト
協
会
の
2
0
2
6
年

度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

好
事
例
に
選
定
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
経
営
の
中
心
に

据
え
て
い
る
点
な
ど
が
評

価
さ
れ
た
。

同
協
会
に
よ
る
評
価
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
う
ち
、
経

営
理
念
の
明
確
化
や
重
要

課
題
の
特
定
な
ど
の
「
経

営
陣
の
Ｉ
Ｒ
姿
勢
、
Ｉ
Ｒ

部
門
の
機
能
、
Ｉ
Ｒ
の
基

本
ス
タ
ン
ス
」
と
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
が
事
業
戦
略
と
密
接
に

結
び
付
き
、
定
量
目
標
が

明
確
な
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
連

す
る
情
報
の
開
示
」
の
二

つ
が
評
価
さ
れ
た
。

今
後
も
投
資
家
に
対
す

る
事
業
内
容
や
成
長
戦
略

へ
の
理
解
を
目
的
に
、
情

報
開
示
の
拡
充
に
努
め

る
。

米
鉄
鋼
大
手
の
ニ
ュ
ー

コ
ア
は
12
日
、
今
週
の
ス

ポ
ッ
ト
市
場
向
け
熱
延
コ

イ
ル
販
売
の
ベ
ー
ス
価
格

（
Ｃ
Ｓ
Ｐ
）
を
発
表
し
、

ネ
ッ
ト
ト
ン
当
た
り
1
2

4
0
㌦
（
約
19
万
6
0
0

0
円
）
と
前
週
か
ら
10
㌦

引
き
上
げ
た
。
値
上
げ
は

12
週
連
続
。

一
方
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
と
の
合
弁
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
・
ス
チ
ー
ル
・
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
（
Ｃ
Ｓ

Ｉ
）
は
15
㌦
引
き
上
げ
、

同
1
3
0
5
㌦
と
し
た
。

ニ
ュ
ー
コ
ア
と
の
価
格
差

は
同
65
㌦
に
拡
大
し
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
が
ま
と

め
た
通
商
情
報
に
よ
る

と
、
欧
州
委
員
会
は
9
月

18
日
、
方
向
性
電
磁
鋼
板

（
Ｇ
Ｏ
）
を
対
象
と
し
た

Ｓ
Ｇ
調
査
で
暫
定
措
置
を

発
動
す
る
と
官
報
公
示
し

た
。同

措
置
に
よ
り
9
月
25

日
か
ら
2
0
2
7
年
2
月

26
日
ま
で
の
1
5
5
日

間
、
関
税
数
量
割
当
と
最

低
輸
入
価
格
が
適
用
さ

れ
、
輸
入
価
格
が
最
低
輸

入
価
格
を
下
回
る
場
合
に

は
そ
の
差
額
が
暫
定
Ｓ
Ｇ

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
。

山
特
鋼
の
寺
元
支
店
長

若手社員に新しい経験

新設した破砕機「ブルーデビル」

刷
新
し
た
事
務
所
棟

松
岳
副
会
長

樋
田
支
部
長

ファミリーデー家族に感謝
スチールテックスチールテック

60人が参加した

出
口
理
輝
取
締
役

出
口
社
長


